
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

消 防 団 新 体 制 の 紹 介  

 

団 長 　 小 髙 　 城 司  

 

平素は、消防団活動に対しまして、御理解と御協力を賜

り、心より感謝申し上げます。 

また、3 月 31 日をもちまして退団された団員の皆様にお

かれましては永年に渡り羽村市の安全・安心のために御尽力

いただき誠にありがとうございました。 

皆様の功績に対しまして心から敬意と感謝の言葉を送らせて

いただきます。 

その活動に対し陰で支えていただいた御家族や職場の皆様に

は、長い間御理解、御協力をいただき誠にありがとうございま

した。 

 

4 月 1 日より羽村市消防団長を市長から任命いただきました小髙城司と申します。 

団長という大役に身の引き締まる思いでありますが、羽村市の防災力の向上、市民の皆様が安心

して暮らせるように、誠心誠意努めさせていただく所存でございますので、引き続き御理解、御

協力の程よろしくお願いいたします。 

 

新たに各分団も新入団員を迎え、羽村市消防団も新体制となります。 

いつ起こるかわからない災害に対応すべく、団員の知識や技術の向上を目指した訓練や講習な

どを実施し、関係機関や地域の皆様と連携を図り、防災力・減災力の向上に取り組んで参ります

ので、今後とも羽村市消防団をよろしくお願いいたします。 

指田　篤史　筆頭副団長　　　　　　秋山　智弘　副団長　　　　　 　 長　武雄　副団長 
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第一分団（町内会　川崎東、川崎西、上水通り、神明台、双葉富士見、双葉町松原、神明台上、神明台住 

宅、都営神明台） 

伝統と重みのある第一分団長を令和 5 年より務めさせていただき、本

年度も引き続き御拝命いただきました、髙水です。 

昨年度、分団長として様々なことを学ばせていただき、得た知識・経

験を生かして、頼もしい仲間達と日々の訓練等への取り組み、災害対策

等を模索し、羽村市の安全・市民の皆様の安心のために尽力したいと思

います。 

一分団管轄で担当させていただいております川崎九町内会様方をはじ

め、羽村市民の方々にも御理解、御協力を願う事も多々あるやとは思い

ますが、郷土愛のもとに、羽村市を皆で盛り上げ、皆で守り、皆で乗り

越えていくという気持ちで邁進してまいりますので、どうぞ 2 年間宜し

くお願いいたします。 

 

分団長　髙水　翼　　　　副分団長　大野　智幸　　　副分団長　菅原　俊彦 

 

第二分団（町内会　緑ヶ丘第一、緑ヶ丘第二、緑ヶ丘三丁目、東台、富士見平第一、ＵＲ羽村団地 

五ノ神中、五ノ神東） 

 

私達二分団は、管轄地域に 8 つの町内会・自治会を有していますが、

その全てが青梅線より東側にあるというのが特徴であります。また他分

団と比較して、団員に自営業者が少なく、一般企業のサラリーマンや公

務員が多いのも特筆すべき点かと思います。 

管轄地域は商業・住居・工業地域と、多くの方々が交わる大きなエリ

アであります。地域住民のみならず、この地域で働く方々とも手を取り

合って、防災に取り組まなければなりません。 

今後は、訓練や警戒活動を通じて地域の防災力向上の一助になるよう

努力しつつ、地域の皆様と市や消防署との間の懸け橋になれるよう精一

杯精進して参りますので、皆様の御理解、御協力のほどよろしくお願い

いたします。 

 

 分団長　神田　勇樹　　　副分団長　永良　卓也　　　副分団長　浦辻　浩行 

 

第三分団（町内会　本町第一、本町第二、本町第三、清流、東第一、東第二） 

 

令和 7 年 4 月に第三分団分団長を拝命しました佐久間と申します。 

地域の皆様には平素より消防団活動に御理解、御協力いただき分団一同

感謝しております。 

私たち消防団は火災時の消火活動、自然災害時の救護活動だけではなく

地域の皆様と連携を図る防災活動が重要と考えています。近年の災害は地

球温暖化の影響により台風、豪雨など大規模な被害が発生しております。 

大規模かつ多様化する様々な災害に備え平常時から有意義な訓練を充実

し、技術と知識の向上を図り、体制を整えてまいりたいと思います。 

これからも信頼される消防団となるよう活動を展開して行きたいと思いま

すので、今後とも変わらぬ御支援の程をお願い申し上げます。 

 

分団長　佐久間　将　　　副分団長　加藤　祐一　　　副分団長　平松　智実 



第四分団（町内会　緑ヶ丘西、奈賀一、奈賀二、田ノ上第一、田ノ上第二、田ノ上第三、旭ヶ丘） 

 

第四分団　分団長の小泉と申します。 

第四分団は、羽村市の中央にあたる 7 町内会が管轄です。 

我々は管轄町内会から町内会防災訓練や夏まつりなどの行事にお招き

いただき、連携を密にし、「地域の安全・安心を守る」という使命を遂

行する為、日夜、訓練を行い、消防技術の研鑽に努めています。 

昨今の災害発生リスクを鑑みると今後も町内会や市民の皆様にとって

親しみやすく、『頼りたい』と思っていただける消防団として活動して

参りますので引き続き御指導、御鞭撻の程、何卒よろしくお願い致しま

す。 

なお、第四分団では消防団員を絶賛募集中ですのでお声がけ頂けると

幸いです。 

 

分団長　小泉　喜臣　　　副分団長　友田　直孝　　　副分団長　村野　純一 

 

第五分団（町内会　間坂第一、間坂第二、宮地、美原） 

 

４月１日より第五分団長を拝命いたしました鎌倉です。 

　日頃より消防団活動に際し、皆様には多大な御理解、御協力をいただ

き誠にありがとうございます。 

　私たちの今後の活動の抱負としまして、地域の皆様の安全、安心を守

るために活動し、日夜、訓練を行い消防技術の研鑽に努めています。 

　近年の地震、風水害等への迅速な対応はもちろん、防災意識の向上に

も力を入れています。 

　一人で困っていることに対し、皆で共有し、ともに乗り越えていく組

織づくりをします。また、有事の際等には、地域の皆様と協力し、良い

環境づくりを団員一丸となって取り組みます。 

　この地域に第五分団がいるから安心できると言っていただけるよう、

消防団員一丸となって活動して参りますので、今後とも御指導、御鞭撻

のほどよろしくお願いいたします。 

 

分団長　鎌倉　宏貴　　　副分団長　小林　孝一郎　　副分団長　関口　康太郎 

 

第六分団（町内会　小作本町、小作台東、小作台西、栄町第一、栄町第二） 

 

前小髙英司分団長から引き継ぎ、今年度から第六分団長拝命いたしまし

た、下田剣二と申します。 

管轄の小作本町町内会、小作台東町内会、小作台西町内会、栄町第一

町内会、栄町第二町内会を始め、羽村市内の安全安心のために、地域の

方々と共に、六分団全団員で一致団結して、邁進して行きたいと思って

おります。 

また、団員がより活動しやすい消防団になるように、時代に則し、か

つ、伝統を重んじる第六分団にしたいと思っております。 

まだまだ、若輩者では御座いますが、精一杯努めさせて頂きますの

で、御指導、御鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

分団長　下田　剣二　　　副分団長　七海　広明　　　副分団長　岩間　國晃 



令和７年度事業計画 

 

６月１日　　　　 　 　第２８回ポンプ操法審査会 

８月３０・３１日  　　東京都合同総合防災訓練 

１１月　　　　　　　　西多摩地区消防大会 

１１月９～１５日　　　秋の火災予防運動 

１１月中旬　　　　　　普通救命講習 

１２月中旬～下旬　　　歳末防犯・交通安全・火災予防          

パトロール週間 

１２月２７日～３１日　歳末特別警戒 

翌１月１１日　　　　　羽村市消防団出初式 

　３月１～７日　　　　春の火災予防運動 

毎月数回　　　　　　　広報・機械器具・水利点検 

 

実施日や場所については、都合により変更する場合があります。 

 

 

 

 

 

 

～地域の安全・安心を守るために一緒に活動しませんか～ 

 

消防団は「自分たちのまちは自分たちで守る」という郷土

愛護の精神で、火災・風水害震災時に地域の安全・安心を守

るために活動している組織です。 

　団員はそれぞれ職業に就きながら、災害発生時には現場に

駆けつけ、消防活動を行います。 

また、救命などの各種訓練、火災予防・警戒活動なども行

っています。 

 

入団資格 

　１８歳以上５５歳未満の健康な方で、市内に居住又は勤務する方の他、団長が特に必要であると認める方

も入団できます。 

なお学生も入団が可能で、学生消防団活動認証制度により、学生消防団員の就職活動を支援しています。 

　また、応急救護の指導等を中心とした女性団員も募集しています。 

　 

興味のある方はお気軽に 

防災安全課　防災・危機管理係（042-555-1111　内線206・207） 

へお問い合わせください。 


